
　～さあ、もう一息！～～さあ、もう一息！～
　このほど行われた、第23回鶴居村タンチョウフェスティバルの競技「人間ばん　このほど行われた、第23回鶴居村タンチョウフェスティバルの競技「人間ばん
ば競争」の一コマです。ば競争」の一コマです。
　ばんば用の鉄そりを力強く曳く姿に多くの観衆から声援が送られ、出場者たちは　ばんば用の鉄そりを力強く曳く姿に多くの観衆から声援が送られ、出場者たちは
白い息を吐きながら、ゴールを目指して重い鉄そりを懸命に曳いていました。白い息を吐きながら、ゴールを目指して重い鉄そりを懸命に曳いていました。
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本祭（２月14日）楽しいイベントが盛りだくさんでした

前夜祭（２月13日）「2,600人のキャンドルナイト」前夜祭（２月13日）「2,600人のキャンドルナイト」
多くのペットボトルキャンドルが灯され、美しく幻想的でした多くのペットボトルキャンドルが灯され、美しく幻想的でした

写真特集

「第23回鶴居村タンチョウフェスティバル」
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試食に提供された料理

　

ナ
チ
ュ
ラ
ル
チ
ー
ズ
「
鶴
居
」
を
使
っ
た
村
民
対
象

の
チ
ー
ズ
料
理
の
試
食
会
が
行
わ
れ
、
多
く
の
村
民
が

来
場
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
鶴
居
村
商
工
会
の
地
域
資
源
活
用
研

究
会（
和
田
正
宏
委
員
長
）が
主
催
し
た
も
の
で
、
村
の

特
産
品
で
あ
る
チ
ー
ズ
を
生
か
し
た
酪
農
郷
な
ら
で
は

の
食
文
化
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
開
催
さ
れ
た
も

の
で
す
。

　

試
食
会
で
は
、
カ
ナ
ッ
ペ
や
ク
リ
ー
ム
ス
ー
プ
な
ど

の
３
品
を
提
供
し
、
来
場
者
に
感
想
の
ほ
か
、
日
ご
ろ

の
チ
ー
ズ
の
食
べ
方
や
料
理
の
ア
ン
ケ
ー
ト
も
実
施
し

ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
は
、
約
50
品
の
レ
シ
ピ
が
集
ま
り
、

そ
こ
か
ら
は
ナ
チ
ュ
ラ
ル
チ
ー
ズ
「
鶴
居
」
が
村
内
の

各
家
庭
の
料
理
に
使
わ
れ
、
チ
ー
ズ
と
村
民
と
の
距
離

が
近
い
こ
と
が
わ
か
り
、
地
域
に
根
ざ
し
た
食
材
と
な

り
つ
つ
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
ま
し
た
。

　

商
工
会
で
は
、
新
年
度
に
こ
れ
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
な

ど
を
も
と
に
し
た
「
レ
シ
ピ
本
」
を
作
製
す
る
予
定
で
す
。

お
い
し
い
チ
ー
ズ
料
理
が
揃
い
ま
し
た

　

鶴
居
村
商
工
会
の
「
チ
ー
ズ
を
使
っ
た
料
理
の
試
食
会
」

１
／
20

大津実行委員長による抽選箱か
らの当たり券引き出しの様子

日野浦村長によるパソコン
を使った抽選の様子

チ
ー
ズ
料
理
に
関
す
る
意
見
交
換
を

行
い
な
が
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
る

来
場
者
た
ち

１
／
15
豪
華
賞
品
は
誰
の
手
に
？

　

恒
例
の
「
鶴
居
村
タ
ン
チ
ョ
ウ
ク
イ
ズ
」
抽
選
会

　

毎
年
12
月
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
生
息
状
況
一
斉
調
査
に
お
い
て
、
釧
路
管
内
で
確
認

さ
れ
る
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
数
を
予
想
す
る
タ
ン
チ
ョ
ウ
ク
イ
ズ
の
抽
選
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

今
回
の
調
査
で
は
、
釧
路
管
内
で
４
４
７
羽
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
が
確
認
さ
れ
ま
し
た

が
、
応
募
総
数
７
，
２
６
０
通
の
中
で
、
的
中
し
た
の
は
た
だ
１
通
、
神
奈
川
県
横

浜
市
の
坂
田
有
希
さ
ん
が
「
ピ
ッ
タ
リ
賞
」
の
10
万
円
を
射
止
め
ま
し
た
。

　

抽
選
は
、
日
野
浦
村
長
と
ク
イ
ズ
を
主
催
す
る
鶴
居
村
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
実
行
委

員
会
の
大
津
泰
則
実
行
委
員
長
の
２
名
が
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
を
使
い
、
厳
正
に
行
い

ま
し
た
。

　

今
回
の
調
査
は
昨
年
12
月
４
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
例
年
５
０
０
羽
か
ら

６
０
０
羽
の
間
で
確
認
数
が
推
移
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
予
想
数
も
そ
の
範
囲
に

集
中
し
、
正
解
数
の
前
後
４
羽
を
予
想
し
た
応
募
者
は
８
名
で
し
た
。

　

な
お
、
そ
の
他
主
な
各
賞
の
当
選
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
各
当
選
者
敬
称
略
）

　

●
釧
路
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
賞
・
坂
田
要（
愛
知
県
）、
●
ホ
テ
ル
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
賞
・

沢
島
久
好（
静
岡
県
）、
●
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
つ
る
い
賞
・
尾
藤
稔（
埼
玉
県
）、
●
鶴

居
ど
さ
ん
こ
牧
場
賞
・
細
川
理
香（
山
梨
県
）、
●
ハ
ー
ト
ン
・
ツ
リ
ー
賞
・
飯
柴
耕

一（
宮
城
県
）、
●
鶴
居
村
酪
楽
館
賞
・
星
野
よ
し
み（
埼
玉
県
）、
塩
野
谷
拓（
埼
玉
県
）、

木
村
義
昭（
三
重
県
）、
大
場
新
一（
宮
城
県
）、
木
戸
場
孝
行（
神
奈
川
県
）、
●
大
津

つ
り
公
園
賞
・
氏
家
康
裕（
札
幌
市
）、
西
岡
敏
克（
香
川
県
）、
出
倉
彰
子（
札
幌
市
）、

田
辺
早
苗（
福
岡
県
）、
小
林
卓
哉（
埼
玉
県
）、
●
ど
れ
み
ふ
ぁ
空
賞
・
大
竹
誠（
旭

川
市
）、
新
井
誠（
東
京
都
）、
島
崎
フ
ジ
子（
滋
賀
県
）、
田
中
久
子（
静
岡
県
）、
野

田
政
輝（
東
京
都
）、
吉
田
有
里（
広
島
県
）、
高
井
直
也（
岡
山
県
）、
松
原
未
奈（
釧

路
市
）、
太
田
克
恵（
愛
知
県
）、
田
村
一（
東
京
都
）

試食後、家庭でのナチュラルチーズ「鶴居」
を使ったレシピを細かく記載しています
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指導員の話に熱心に聞き入る参加者たち

１
／
23
冬
の
動
物
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
過
ご
し
て
い
る
の
か
な

　

わ
ん
ぱ
く
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ
１
月
講
座

　

釧
路
市
動
物
園
を
会
場
に
「
わ
ん
ぱ
く
ア
ド
ベ

ン
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ
」
の
１
月
講
座
が
行
わ
れ
、
多

く
の
子
供
た
ち
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
の
目
的
は
、
冬
の
間
、
動
物
た
ち
は
ど
の

よ
う
な
生
活
を
し
て
い
る
の
か
を
調
べ
よ
う
と
す

る
も
の
で
し
た
が
、
釧
路
市
動
物
園
に
は
多
種
多

様
な
動
物
が
生
活
し
て
お
り
、
ま
た
障
が
い
を
持

ち
つ
つ
も
必
死
に
な
っ
て
生
き
て
い
る
ア
ム
ー
ル

ト
ラ
の
「
コ
コ
ア
」
も
い
る
こ
と
か
ら
、
子
供
た

ち
に
と
っ
て
楽
し
い
講
座
と
な
り
ま
し
た
。

　

子
供
た
ち
は
、
小
動
物
を
抱
い
た
り
、
触
っ
た

り
し
な
が
ら
動
物
た
ち
と
の
交
流
を
深
め
、
そ
の

温
か
さ
を
感
じ
つ
つ
生
き
物
を
大
切
に
す
る
気
持

ち
を
新
た
に
し
た
様
子
で
し
た
。

子どもたちはとても楽しそうに動物を
観察していました

１
／
24

　

１
月
24
日
、
31
日
及
び
２
月
７
日
の
３
日

間
、
毎
年
実
施
し
て
い
る
教
育
委
員
会
主
催

の
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
教
室
が
阿
寒
ロ

イ
ヤ
ル
バ
レ
ー
ス
キ
ー
場
で
開
催
さ
れ
、
小

学
生
以
上
の
村
民
が
技
術
の
向
上
を
目
指
し

て
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
初
心
者
か
ら
中
級
者
ま
で
、
各
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
受
講
し
、
指
導
員
か
ら

き
め
細
か
な
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
ス
キ
ー

や
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
の
基
本
技
術
を
学
ん
で
い

ま
し
た
。

　

教
室
も
３
日
間
と
い
う
限
ら
れ
た
日
程
で

は
あ
っ
た
も
の
の
、
初
心
者
、
中
級
者
問
わ

ず
、
参
加
者
た
ち
か
ら
は
早
く
上
達
し
た
い

と
い
う
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

「ココア」の前に集まってじっくり観察中です

菊地研究員を囲んでタンチョウの経済効
果について語り合う参加者たち

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
経
済
効
果
調
査
を
参
考
に

  「
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
経
済
効
果
調
査
」
座
談
会

  

昨
年
12
月
か
ら
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
経
済
効
果
調
査

を
行
っ
て
い
る
タ
ン
チ
ョ
ウ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ（
音

成
邦
仁
代
表
）主
催
の
講
演
会
が
総
合
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
、
多
く
の
関
係
者
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
野
生
復
帰
の
実
現

や
経
済
効
果
調
査
も
手
が
け
て
い
る
兵
庫
県
立
コ

ウ
ノ
ト
リ
の
郷
公
園
の
菊
地
直
樹
研
究
員
が
、「
コ

ウ
ノ
ト
リ
の
経
済
効
果
は
約
10
億
円
、
し
か
し
さ

ら
な
る
経
済
効
果
を
期
待
す
る
に
は
、
ソ
フ
ト
面

の
充
実
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

講
演
の
後
、
音
成
代
表
か
ら
現
在
取
り
組
ん
で

い
る
経
済
効
果
調
査
の
進
捗
状
況
や
観
光
客
の
傾

向
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
来
場
者
は
真
剣
に
聞

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

１
／
21

上手に抱けました（動物とのふれあい）

と
て
も
上
手
に
な
り
ま
し
た

  

ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
教
室
が
開
催



２
／
13
・
14

１
／
30

２
／
６
・
７
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
何
か
を
学
び
ま
し
た

　

鶴
居
村
学
校
支
援
地
域
本
部
実
行
委
員
会「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
」

　

厚
岸
少
年
自
然
の
家
を
会
場
に
、
小
学
校
低
学
年

と
そ
の
親
を
対
象
と
し
た
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ク
ー
ル
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ク
ー
ル
」
は
２
０
０
４
年

度（
平
成
16
年
度
）ま
で
行
わ
れ
て
い
た
小
学
校
低
学

年
対
象
事
業
の
「
が
き
大
将
養
成
学
校
」
を
引
き
継

ぎ
、
２
０
０
５
年
度（
平
成
17
年
度
）か
ら
行
わ
れ
て

い
る
も
の
で
、
小
学
校
３
年
生
以
下
の
子
と
親
が
体

験
活
動
を
通
じ
、
そ
の
結
び
つ
き
を
強
め
る
こ
と
を

目
的
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
歩
く
ス
キ
ー
や
森
で
の
観
察
会
な
ど
の

体
験
活
動
を
親
子
が
協
力
し
て
行
い
、
２
日
間
と
い

う
短
い
期
間
で
は
あ
っ
た
も
の
の
、
参
加
者
に
と
っ

て
充
実
し
た
宿
泊
体
験
活
動
に
な
っ
た
よ
う
で
し
た
。

冬
の
鶴
居
村
の
魅
力
が
満
載

　

第
23
回
鶴
居
村
タ
ン
チ
ョ
ウ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

講
演
を
行
う

佐
藤
セ
ン
タ
ー
長

　

茂
雪
裡
川
河
畔
特
設
会
場
に
お
い
て
、
23
回
目
を

迎
え
た
鶴
居
村
タ
ン
チ
ョ
ウ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
月
13
日
の
夕
方
か
ら
は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
使
っ

た
キ
ャ
ン
ド
ル
が
会
場
を
灯
し
、
幻
想
的
な
雰
囲
気

を
醸
し
出
し
な
が
ら
前
夜
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

翌
14
日
に
は
本
祭
が
行
わ
れ
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に

は
丹
頂
群
れ
太
鼓
保
存
会
の
会
員
に
よ
る
太
鼓
が
鳴

り
響
き
、に
ぎ
や
か
に
イ
ベ
ン
ト
が
幕
を
開
け
ま
し
た
。

　

各
種
イ
ベ
ン
ト
も
多
く
用
意
さ
れ
て
お
り
、「
タ

ン
チ
ョ
ウ
耐
寒
競
技
」
や
「
人
間
ば
ん
ば
競
争
」、

そ
し
て
「
雪
中
宝
探
し
」
や
「
氷
上
ゲ
ー
ム
」
に
は

多
く
の
参
加
希
望
者
が
集
ま
り
、
ま
た
「
親
子
餅
つ

き
」
な
ど
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
も
人
気
で
し
た
。

　

来
場
し
た
方
々
か
ら
は
、「
帰
り
に
は
冷
え
た
身

体
を
温
め
る
た
め
に
温
泉
に
浸
か
っ
て
ゆ
っ
く
り
帰

る
」
と
の
声
も
聞
か
れ
、
鶴
居
の
冬
を
満
喫
し
た
様

子
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

親
子
が
一
緒
に
体
験
活
動
を
行
い
ま
し
た

　

小
学
校
低
学
年
対
象
の「
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ク
ー
ル
」

暗闇の中、幻想的に灯る「ペットボトル
キャンドル」（13 日の前夜祭）

雪
を
か
き
分
け
、
必
死
に
ボ
ー
ル
を
探

し
て
い
ま
す
（
雪
中
宝
探
し
）

　

総
合
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
、
鶴
居
村
学
校
支
援
地
域
本
部
実
行
委
員

会
主
催
の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
釧
路
短
期
大
学
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
長
の
佐
藤
宥
紹
氏
が

「
生
涯
学
習
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」
と
題
し
た
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

佐
藤
氏
は
『
日
本
の
地
域
社
会
は
「
参
加
型
も
た

れ
あ
い
社
会
」
で
あ
る
が
、
近
年
、
産
業
シ
ス
テ
ム

の
変
化
や
公
共
サ
ー
ビ
ス
代
替
え
の
中
で
、
個
別
分

断
化
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
地
域
社
会
の
「
か
か
わ

り
」
や
「
つ
な
が
り
」
を
補
完
す
る
シ
ス
テ
ム
と
し

て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
大
変
重
要
と
な
っ
て
お

り
、
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
子
ど
も
の
教
育

を
24
時
間
担
う
役
割
が
あ
る
』
と
述
べ
、
今
後
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
考
え
る
上
で
大
変
参
考
に
な
る

講
演
で
し
た
。

釧路森づくりセンター職員からの説明を
真剣に聞き入る子どもたち

冷たい茂雪裡川の中に片脚で立つ姿は、見てい
る側も震えそうです（タンチョウ耐寒競技）
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鶴
居
村
教
育
資
金
利
子
補
給
事
業
に

つ
い
て

　

村
で
は
、
進
学
時
の
借
入
資
金
に
対
す
る
利

子
補
給
事
業
の
お
申
込
み
を
受
付
け
て
い
ま
す
。

⑴
申
請
資
格

　

本
村
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い

る
方
で
、
被
扶
養
者
の
進
学
時（
高
校
以
上
）

に
お
い
て
引
き
続
き
１
年
以
上
居
住
し
て
い

る
住
民
登
録
者

⑵
対
象
と
な
る
資
金

　

日
本
政
策
金
融
公
庫
、
釧
路
丹
頂
農
業
協

同
組
合
及
び
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援

機
構
の
い
ず
れ
か
か
ら
借
り
入
れ
た
資
金（
学

生
１
人
当
た
り
２
０
０
万
円
を
限
度
と
し
、

受
験
費
用
、
入
学
金
、
在
学
期
間
中
の
授
業

料
、
下
宿
代
そ
の
他
必
要
な
資
金
）

⑶
利
子
補
給
の
内
容

　

借
入
利
率
に
つ
い
て
、
年
利
３
％
ま
で
を

対
象
。
７
年
間
を
限
度
に
利
子
補
給

⑷
お
申
込
み
方
法

　

教
育
委
員
会
管
理
課
で
配
布
す
る
申
請
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
関
係
書
類
を
添
付

の
う
え
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

⑸
お
申
込
み
期
限

　

平
成
22
年
４
月
30
日（
金
）

＊
今
回
の
申
込
期
限
は
、
平
成
22
年
度
の
初
回

の
申
込
期
限
で
す
。
な
お
、
推
薦
入
学
の
場
合

に
は
、
年
度
途
中（
秋
頃
）で
金
融
機
関
と
契
約

し
教
育
資
金
を
借
入
れ
す
る
場
合
や
、
日
本
学

生
支
援
機
構
で
は
、
入
学
後
７
月
頃
に
、
さ
か

の
ぼ
っ
て
４
月
か
ら
奨
学
金
が
支
給
さ
れ
る
場

合
も
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
そ
の
場
合
は
速
や

か
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

教
育
委
員
会
管
理
課
総
務
係

　

☎
64
―
２
０
５
０

患
者
送
迎
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て

　

村
で
は
、
昨
年
よ
り
患
者
送
迎
バ
ス
を
予
約

制
に
て
運
行
し
て
い
ま
す
。
車
を
運
転
さ
れ
な

い
、
ま
た
は
運
転
に
自
信
が
な
く
な
っ
た
方
の

生
活
の
足
と
な
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　

運
行
曜
日
、
経
路
、
運
転
手
及
び
予
約
携
帯

電
話
の
番
号
は
次
の
と
お
り
で
す
。

⑴
火
曜
日　
（
経
路
）上
幌
呂
〜
支
幌
呂
〜
中
幌

呂
〜
下
幌
呂
〜
下
雪
裡

　

運
転
手　

内
田　

久
さ
ん（
４
月
か
ら
）

　

番　

号　

０
９
０
ー
１
６
４
１
ー
４
６
１
３

⑵
水
曜
日　
（
経
路
）中
久
著
呂
〜
支
雪
裡
〜
茂

雪
裡
〜
中
雪
裡
西　

　

運
転
手　

渋
谷　

正
さ
ん　

　

番　

号　

０
９
０
ー
６
２
６
３
ー
０
５
６
２

⑶
木
曜
日　
（
経
路
）下
久
著
呂
〜
中
雪
裡
南

　

運
転
手　

庄
司
勝
美
さ
ん 

　

番　

号　

０
９
０
ー
６
２
１
２
ー
２
７
２
３

⑷
金
曜
日　
（
経
路
）新
幌
呂
〜
茂
幌
呂
〜
中
幌

呂
〜
下
幌
呂
〜
下
雪
裡

　

運
転
手　

北　

直
樹
さ
ん 

　

番　

号　

０
９
０
ー
８
６
３
６
ー
２
５
６
７

＊
４
月
以
降
、
火
曜
日
の
運
転
手
が
松
井
良
知

さ
ん
か
ら
内
田
久
さ
ん
に
代
わ
り
ま
す
。

＊
運
行
時
間
は
、
迎
え
が
午
前
９
時
か
ら
、
帰

り
は
鶴
居
診
療
所
で
の
診
察
終
了
後
、
鶴
居
市

街
を
11
時
頃
出
発
と
な
り
ま
す
。

＊
鶴
居
診
療
所
の
臨
時
休
診
の
際
に
も
運
行
し

ま
す
が
、
祝
日
及
び
年
末
年
始（
12
月
31
日
か

ら
１
月
５
日
）は
運
行
し
ま
せ
ん
。

＊
ご
予
約
は
運
行
日
前
日
の
午
前
10
時
か
ら
正

午
ま
で
、
運
転
手
の
携
帯
電
話
に
直
接
お
願
い

し
ま
す
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

住
民
課
住
民
係　

　

☎
64
―
２
１
１
３

「
あ
そ
び
の
ひ
ろ
ば
」
で
楽
し
く
遊
び

ま
せ
ん
か
？

　

住
民
課
で
は
、子
育
て
支
援
事
業
と
し
て
「
あ

そ
び
の
ひ
ろ
ば
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

対
象
は
、
１
歳
過
ぎ
の
お
子
さ
ん
で
保
育
園

を
利
用
さ
れ
て
い
な
い
親
子
で
す
。（
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
１
歳
過
ぎ
の
お
子
さ
ん
を
対
象
に
し
た

内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
保
育
園
を
利
用
さ

れ
て
い
な
い
親
子
な
ら
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
）

　

時
間
は
、
午
前
10
時
か
ら
11
時
30
分
ま
で
で
、

内
容
は
「
自
由
遊
び
、
お
か
た
づ
け
、
集
団
遊

び
、
歯
磨
き
、
手
遊
び
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
」

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

親
子
や
お
母
さ
ん
ど
う
し
の
交
流
の
場
に
も

な
り
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
活
動
内
容
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
担

当
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

住
民
課
健
康
推
進
係（
保
健
師
）

　

☎
64
―
２
１
１
３

「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合
の　

ロ
ゴ
入
り
名
刺
を
販
売
し
て
い
ま
す

　

振
興
課
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
名
刺
と
と
も
に
、

新
た
に
「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合
の
ロ

ゴ
入
り
名
刺
を
制
作
致
し
ま
し
た
。

　

販
売
価
格
は
、
名
入
れ
込
み
１
箱（
１
０
０

枚
入
）で
２
，１
０
０
円（
税
込
）、台
紙
の
み（
表

は
ロ
ゴ
と
写
真
が
カ
ラ
ー
、
裏
は
連
合
の
理
念

な
ど
を
白
黒
で
印
刷
し
て
い
ま
す
）１
箱（
１
０

０
枚
入
）で
１
，
０
５
０
円（
税
込
）と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

新
し
い
年
度
を
新
し
い
名
刺
で
ス
タ
ー
ト
さ

れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

振
興
課
企
画
係

　

☎
64
―
２
１
１
２

「
ひ
よ
こ
会
」
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

　

子
育
て
サ
ー
ク
ル
「
ひ
よ
こ
会
」
で
は
、
親

子
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
育
児
の

仲
間
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

毎
週
火
曜
日（
第
４
週
目
は
水
曜
日
）の
午
前

10
時
か
ら
11
時
30
分
ま
で
、
鶴
居
村
ふ
る
さ
と

情
報
館
の
多
目
的
ホ
ー
ル
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

内
容
は
、
手
遊
び
や
リ
ズ
ム
遊
び
、
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
、
ま
た
ク
リ
ス
マ
ス
会
な
ど
の
楽

し
い
行
事
も
行
っ
て
い
ま
す
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

住
民
課
健
康
推
進
係（
保
健
師
）

　

☎
64
―
２
１
１
３

新しい名刺のデザイン
（表）

（裏）

村
民
交
通
傷
害
保
険
の
取
扱
い
中
止

に
つ
い
て

　

釧
路
管
内
各
町
村
の
住
民
の
皆
さ
ま
が
掛
金

を
出
し
合
い
、
行
っ
て
お
り
ま
し
た
村
民
交
通

傷
害
保
険
で
す
が
、
平
成
22
年
度
か
ら
、
受
託

保
険
会
社
に
よ
る
取
扱
い
中
止
の
た
め
、
今
後

の
募
集
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

総
務
課
交
通
安
全
係

　

☎
64
―
２
１
１
１



３月の行事予定

住　民　課

1日（月）
　 幌呂老人クラブ健康相談
　　  9：30～　幌呂老人寿の家
　 確定申告相談（対象地区：下雪裡）
　　  9：30～　下雪裡コミュニティセンター
　上幌呂老人クラブ健康相談
　　10：00～　上幌呂コミュニティセンター
　 下幌呂老人クラブ健康相談
　　10：30～　下幌呂老人寿の家
2日（火）～3日（水）
　確定申告相談（対象地区：上幌呂）
　　  9：30～　上幌呂コミュニティセンター
4日（木）～5日（金）
　確定申告相談（対象地区：茂雪裡）
　　  9：30～　茂雪裡コミュニティセンター
8日（月）
　 確定申告相談（対象地区：下幌呂）
　　  9：30～　下幌呂コミュニティセンター
9日（火）
　 確定申告相談（対象地区：下久著呂）
　　  9：30～　下久著呂コミュニティセンター
　 子育て支援事業「あそびのひろば」
　　10：00～　ふるさと情報館
10日（水）～12日（金）
　 確定申告相談（対象地区：地区指定なし）
　　  9：30～　役場２階会議室
10日（水）
　１歳６ヵ月児・３歳児健診
　　13：00～　総合センター多目的ホール
11日（木）～12（金）、16日（火）～17日（水）
　 平成22年第１回鶴居村議会定例会
　　10：00～　議会議場
15日（月）
　 鶴居老人クラブ健康相談・口腔機能向上事業
　　   9：30～　鶴居老人寿の家
　鶴居中学校卒業式・幌呂中学校卒業式
　　10：00～　各中学校
17日（水）
　 家族介護交流事業『もぐらの会』
　　10：00～　総合センター和室
　ＢＣＧ、３種混合、麻しん・風しん、２種混合予防接種
　　15：00～　鶴居診療所
18日（木）
　 『おひさま』（親の会）
　　10：00～　役場２階和室
19日（金）
　 鶴居小学校卒業式・幌呂小学校卒業式・
　下幌呂小学校卒業式
　　  9：50～　鶴居小学校
　　10：00～　幌呂小学校、下幌呂小学校
24日（水）
　 各小学校・中学校終業式
　　　（時間は各学校により異なります）
　幌呂保育園卒園式
　　10：00～　幌呂保育園
25日（木）
　鶴居保育園卒園式
　　10：00～　鶴居保育園

　

シ
リ
ー
ズ
で
お
伝
え
し
て
い
る
役
場
組
織
の

紹
介
で
す
が
、
第
３
回
目
は
住
民
課
で
す
。

　

係
は
戸
籍
係
な
ど
の
６
係
、
そ
し
て
鶴
居
・

幌
呂
の
両
保
育
園
と
鶴
居
診
療
所
が
あ
り
ま
す
。

【
戸
籍
係
の
担
当
事
務
】

　

戸
籍
な
ど
の
証
明
、
埋
火
葬
の
認
可
、
住
民

登
録
及
び
こ
れ
に
伴
う
証
明
、
印
鑑
証
明 

な
ど

【
住
民
係
の
担
当
事
務
】

　

墓
地
及
び
葬
祭
場
の
管
理
、
畜
犬
取
締
り
及

び
野
犬
掃
と
う
、
一
般
廃
棄
物（
ご
み
）の
収
集

に
関
す
る
こ
と 

な
ど

【
健
康
推
進
係
の
担
当
事
務
】

　

健
康
づ
く
り
計
画
、
母
子
保
健
、
歯
科
保
健
、

介
護
予
防
、
予
防
接
種
、
母
子
衛
生
に
関
す
る

こ
と 

な
ど

【
福
祉
係
の
担
当
事
務
】

  

生
活
困
窮
者
の
保
護
、
身
体
障
害
者
な
ど
の

福
祉
、
児
童
福
祉
、
高
齢
者
福
祉
、
国
民
年
金

に
関
す
る
こ
と 

な
ど

【
国
民
健
康
保
険
係
の
担
当
事
務
】

　

国
民
健
康
保
険
給
付
、
保
険
税
の
調
査
及
び

賦
課
徴
収
に
関
す
る
こ
と 

な
ど

【
介
護
保
険
係
の
担
当
事
務
】

　

介
護
保
険
給
付
、
保
険
料
の
調
査
及
び
賦
課

徴
収
、
介
護
認
定
審
査
会
の
運
営
に
関
す
る
こ

と 

な
ど

【
住
民
課
職
員
の
氏
名
】

課
　
　

長　
　
　
　
　

橘　

田　

吉　

晴

課
長
補
佐　
　
　
　
　

渋　

谷　

倫　

子

課
長
補
佐　
　
　
　
　

岡　

田　
　
　

栄

戸
籍
係
長　
　
　
　
　

渋
谷
補
佐
兼
務

住
民
係
長　
　
　
　
　

岡
田
補
佐
兼
務

健
康
推
進
係
長　
　
　
　
　

五
十
嵐　
　
　

紫

福
祉
係
長　
　
　
　
　

川　

島　

泰　

文

国
民
健
康
保
険
係
長　
　
　

川　

端　

崇　

雄

介
護
保
険
係
長　
　
　
　
　

井　

上　

政　

志

戸
籍
係
主
事　
　
　
　
　

岡　

田　

千　

紘

住
民
係
主
事　
　
　
　
　

小　

林　

弘　

昌

健
康
推
進
係
主
任
保
健
師　

小　

北　

由
紀
子

健
康
推
進
係
保
健
師　
　
　

小　

松　

亜
紗
子

福
祉
係
主
事
補　
　
　
　
　

志　

村　
　
　

剛

鶴
居
保
育
園
保
育
士　
　
　

佐　

藤　

純　

子

鶴
居
保
育
園
保
育
士　
　
　

高　

平　

尚　

子

幌
呂
保
育
園
保
育
士　
　
　

佐　

藤　

砂
登
美

幌
呂
保
育
園
保
育
士　
　
　

伊
豆
原　

清　

香

鶴
居
診
療
所
長　
　
　
　
　

池　

田　

和　

雄

鶴
居
診
療
所
庶
務
係
長　
　

清　

野　

玲　

子

鶴
居
診
療
所
庶
務
係
主
査　

太　

田　

都
志
子

北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
派
遣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

池　

田　

圭　

志

屋
根
の
雪
下
ろ
し
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

今
年
は
例
年
に
な
く
大
雪
に
見
舞
わ
れ
、
建

村
職
員
人
事（
２
月
１
日
付
）

　
（　

）内
は
異
動
前
の
所
属
部
署

【
鶴
居
診
療
所
】

庶
務
係（
釧
路
北
部
消
防
事
務
組
合
鶴
居
消

防
署
出
向
）太
田
都
志
子

消
費
生
活
相
談
の
実
施
に
つ
い
て

  

３
月
は
、
新
し
い
年
度
に
向
け
た
生
活
の
準

備
が
行
わ
れ
る
時
期
で
す
が
、そ
れ
に
つ
け
込
み
、

法
外
な
値
段
で
商
品
を
売
っ
た
り
、
ま
た
代
金

を
支
払
っ
て
も
商
品
が
届
か
な
か
っ
た
り
な
ど
、

ト
ラ
ブ
ル
が
増
え
る
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
ぎ
、
ま
た

村
民
の
皆
さ
ま
の
消
費
生
活
の
安
定
と
向
上
を

目
指
す
た
め
、
消
費
生
活
相
談
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。

　

ト
ラ
ブ
ル
以
外
に
も
、
皆
さ
ま
の
消
費
生
活

に
関
す
る
ご
意
見
や
ご
要
望
、
質
問
事
項
、
新

聞
折
り
込
み
チ
ラ
シ
や
表
示
内
容
に
つ
い
て
、

誤
り
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
と
き
は
ぜ
ひ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　

役
場
担
当
で
解
決
で
き
る
も
の
は
解
決
し
、

そ
う
で
な
い
も
の
は
、
そ
の
相
談
や
苦
情
を
、

専
門
的
知
識
や
経
験
を
有
し
た
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
な
ど
へ
引
き
継
ぎ
ま
す
の
で
、
安
心
し
て

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
ご
相
談
先
】

　

産
業
課
商
工
観
光
係

　

☎
64
―
２
１
１
４

役
場
組
織
の
紹
介（
パ
ー
ト
Ⅲ
）

７　平成22年３月号

物
の
屋
根
に
は
い
ま
だ
に
多
く
雪
が
残
っ
て
い

る
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

３
月
に
な
り
ま
す
と
、
日
中
暖
か
く
な
る
こ

と
が
多
く
な
り
、
道
路
沿
い
の
建
物
か
ら
の
落

雪
が
発
生
し
、
道
路
や
歩
道
の
通
行
障
害
を
起

こ
し
、
ま
た
歩
行
者
が
ケ
ガ
を
す
る
こ
と
も
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

多
く
の
雪
が
建
物
の
屋
根
に
残
っ
て
い
る
場

合
に
は
、
道
路
や
歩
道
の
安
全
確
保
の
た
め
に
、

屋
根
の
雪
下
ろ
し
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
雪
下
ろ
し
の
際
に
は
、
ご
自
身
の
安

全
確
保
に
十
分
配
慮
し
な
が
ら
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
落
雪
以
外
で
も
道
路
等
の
通
行
に
支

障
が
生
じ
た
場
合
は
、
安
全
確
保
の
た
め
に
至

急
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
ご
連
絡
先
】

　

建
設
課
維
持
管
理
係

　

☎
64
―
２
１
１
５

　

釧
路
土
木
現
業
所
事
業
課

　

☎
23
―
１
５
６
８



国
民
健
康
保
険
の
届
け
出
に

つ
い
て

　

国
民
健
康
保
険（
国
保
）で
は
、
家

族
一
人
ひ
と
り
が
被
保
険
者
で
す
が
、

加
入
は
世
帯
ご
と
に
な
り
ま
す
。

　

国
保
に
入
る
と
き
や
や
め
る
と
き

は
、
国
保
の
窓
口
へ
の
届
け
出
は
14

日
以
内
に
世
帯
主
が
行
わ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

国
保
に
入
る
と
き
、
ま
た
は
や
め

る
と
き
と
は
こ
の
よ
う
な
と
き
で
す
。

【
国
保
に
入
る
と
き
】　
（　

）の
中
は

届
け
出
の
際
に
必
要
な
も
の
で
す
。

⑴
他
の
市
区
町
村
か
ら
転
入
し
た
日

（
転
出
証
明
書
）

⑵
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
を
や
め
た

日（
健
保
な
ど
の
離
脱
証
明
書
）

⑶
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
日（
保
険
証
、

母
子
健
康
手
帳
）

⑷
生
活
保
護
を
受
け
な
く
な
っ
た
日

（
保
護
廃
止
決
定
通
知
書
）

　

届
け
出
が
遅
れ
る
と
、
被
保
険
者

に
な
っ
た
時
点（
届
け
出
日
で
は
あ

り
ま
せ
ん
）ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
保

険
料（
税
）を
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

ま
た
、
保
険
証
が
な
い
た
め
、
そ

の
間
の
医
療
費
は
全
額
自
己
負
担
に

な
り
ま
す
。

【
国
保
を
や
め
る
と
き
】　
（　

）の
中

は
、届
け
出
の
際
に
必
要
な
も
の
で
す
。

⑴
他
の
市
区
町
村
へ
転
出
し
た
日
の

翌
日
、
ま
た
は
そ
の
日（
保
険
証
）

⑵
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
へ
加
入
し

た
日
の
翌
日（
国
保
と
健
保
な
ど

両
方
の
保
険
証
）

⑶
死
亡
し
た
日
の
翌
日（
保
険
証
、

死
亡
を
証
明
す
る
も
の
）

⑷
生
活
保
護
を
受
け
始
め
た
日（
保

険
証
、
保
護
開
始
決
定
通
知
書
）

　

届
け
出
が
遅
れ
る
と
、
資
格
が
な

く
な
っ
た
あ
と
、
国
保
を
使
っ
て
診

療
を
受
け
た
場
合
、
国
保
で
負
担
し

た
分
の
医
療
費
は
返
還
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
保
険
料（
税
）が
二
重
払
い

に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
届
け
出
は
お
早
め
に
済
ま
せ

ま
し
ょ
う
。

　

そ
の
他
、
次
の
よ
う
な
場
合
に
も

14
日
以
内
に
届
け
出
を
済
ま
せ
ま

し
ょ
う
。（　

）の
中
は
届
け
出
の
際

に
必
要
な
も
の
で
す
。

⑴
氏
名
、
世
帯
主
、
氏
名
な
ど
が
変

わ
っ
た
と
き（
保
険
証
）

⑵
保
険
証
を
な
く
し
た
り
、
よ
ご
し

た
と
き（
身
分
を
証
明
す
る
も
の
、

使
え
な
く
な
っ
た
保
険
証
）

⑶
長
期
旅
行
な
ど
で
別
の
保
険
証
が

必
要
な
と
き（
保
険
証
）

⑷
修
学
の
た
め
、
別
に
住
所
を
定
め

る
と
き（
保
険
証
、
在
学
証
明
書
）

⑸
退
職
者
医
療
制
度
に
該
当
し
た
と

き（
保
険
証
、
年
金
証
書
）や
該
当

し
な
く
な
っ
た
と
き（
保
険
証
）

【
お
問
合
せ
先
】

鶴
居
村
役
場
住
民
課
国
民
健
康
保

険
係
☎
64
―
２
１
１
３

確
定
申
告
は
お
済
み
で
す
か

　

平
成
21
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申

告
は
、
３
月
15
日（
月
）ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

所
得
税
の
確
定
申
告
と
は
、
毎
年

１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
１

年
間
に
生
じ
た
す
べ
て
の
所
得
の
金

額
と
そ
れ
に
対
す
る
所
得
税
の
額
を

計
算
し
、
申
告
期
限
ま
で
に
確
定
申

告
書
を
提
出
し
て
、
源
泉
徴
収
さ
れ

た
税
金
や
予
定
納
税
で
納
め
た
税
金

な
ど
と
の
過
不
足
を
精
算
す
る
手
続

き
で
す
。（
日
本
国
内
に
住
所
を
持
っ

て
い
る
か
、
ま
た
現
在
ま
で
引
き
続

い
て
１
年
以
上
居
所
が
あ
る
方
の
う

ち
、
非
永
住
者
以
外
の
方
は
、
所
得

が
生
じ
た
場
所
が
国
内
外
を
問
わ
ず
、

そ
の
す
べ
て
の
所
得
、
例
え
ば
、
国

外
の
銀
行
等
の
預
金
利
子
、
国
外
の

あ
る
不
動
産
の
貸
付
け
や
譲
渡
に
よ

る
収
益
な
ど
の
所
得
に
つ
い
て
も
、

所
得
税
を
納
め
る
義
務
が
あ
り
ま
す
）

　

申
告
書
は
、
郵
便
や
信
書
便
に
よ

る
送
付
、
ま
た
は
税
務
署
の
時
間
外

収
受
箱
へ
の
投
函
に
よ
り
提
出
で
き

ま
す
。
ま
た
、国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー

ナ
ー
」
で
作
成
し
た
デ
ー
タ
を
、
国

税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム（
ｅ

ｌ
Ｔ
ａ
ｘ
）を
利
用
し
て
提
出
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

釧
路
税
務
署

　

☎
31
―
５
１
０
０

電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
モ
ニ
タ
ー

を
募
集
中
で
す

　

総
務
省
で
は
、
電
話
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ど
の
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て
、
利
用
者
の
ご
意
見
を
行

政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
に
「
電
気
通

信
サ
ー
ビ
ス
モ
ニ
タ
ー
」
を
募
集
し

ま
す
。

　

応
募
資
格
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

⑴
応
募
資
格

　

北
海
道
内
に
居
住
の
満
20
歳
以
上

の
方
で
、
電
話
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

等
の
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
に
関
心
が

あ
る
方

⑵
活
動
内
容

　

総
務
省
が
実
施
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

（
２
回
実
施
予
定
）へ
の
回
答
や
総
務

省
が
開
催
す
る
モ
ニ
タ
ー
会
議
へ
の

出
席（
別
途
出
席
を
お
願
い
す
る
方

の
み
）な
ど（
回
答
者
や
出
席
者
に
は

謝
金
を
お
渡
し
し
ま
す
）

⑶
活
動
期
間

　

平
成
22
年
６
月
１
日
か
ら
平
成
23

年
３
月
31
日
ま
で
の
10
ヶ
月
間

⑷
募
集
人
員

　

北
海
道
内
で
80
名

⑸
応
募
方
法

　

希
望
者
は
、
ハ
ガ
キ
・
封
書
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
の

方
法
で
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名

（
フ
リ
ガ
ナ
）、
電
話
番
号
、
年
齢
、

性
別
、
職
業
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス（
任

意
）、
応
募
動
機（
50
字
程
度
）、
モ

ニ
タ
ー
募
集
を
知
っ
た
方
法
を
記
入

し
、
ご
応
募
く
だ
さ
い

⑹
応
募
期
限

　

平
成
22
年
４
月
２
日（
金
）

⑺
応
募
先

　

①
ハ
ガ
キ
・
封
書
の
送
り
先

〒
０
６
０
ｌ
８
７
９
５

　

札
幌
市
北
区
北
８
条
西
２
丁
目
１

ｌ
１　

北
海
道
総
合
通
信
局
電
気
通

信
事
業
課
宛
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

（
４
月
２
日
当
日
の
消
印
有
効
）

　

②
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合

　

０
１
１
ｌ
７
０
９
ｌ
２
４
８
２
に

Ｆ
Ａ
Ｘ
し
て
く
だ
さ
い（
４
月
２
日

当
日
の
受
信
有
効
）

　

③
電
子
メ
ー
ル
の
場
合

　

E-m
ail:m

onitor-hokkaido@
soum

u.go.jp

ま
で
送
信
く
だ
さ
い

（
４
月
２
日
当
日
の
送
信
有
効
）

⑻
選
考
結
果
の
通
知

　

モ
ニ
タ
ー
を
お
願
い
す
る
方
に
は
、

平
成
22
年
５
月
末
日
ま
で
に
そ
の
旨

を
通
知
し
ま
す
。

　

な
お
、
モ
ニ
タ
ー
と
し
て
採
用
さ

れ
な
か
っ
た
方
へ
の
通
知
は
い
た
し

ま
せ
ん
の
で
、予
め
ご
了
承
願
い
ま
す
。

⑼
個
人
情
報
に
つ
い
て

　

応
募
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
個
人
情

報
は
重
要
な
も
の
と
認
識
し
、
適
切

か
つ
慎
重
に
管
理
し
ま
す
。

【
お
問
合
せ
先
】

北
海
道
総
合
通
信
局
電
気
通
信
事

業
課

☎
０
１
１
―
７
０
９
―
３
９
５
６

（
平
日
の
み
）

３
月
は
、道
と
鶴
居
村
共
同
の「
地

方
税
滞
納
整
理
強
調
月
間
」で
す

　

釧
路
支
庁
と
鶴
居
村
は
、
税
の
公

平
性
を
保
つ
た
め
、
共
同
で
地
方
税

の
徴
収
対
策
を
強
化
し
、
差
押
え
等

の
滞
納
処
分
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
だ
、
納
税
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、

速
や
か
に
納
め
ら
れ
る
か
、
納
税
に

つ
い
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

道
税
の
相
談
窓
口

平成22年３月号　８



　

釧
路
支
庁
納
税
課

　

☎
43
―
９
１
７
５

　

村
税
の
相
談
窓
口

　

鶴
居
村
役
場
振
興
課
税
務
係

　

☎
64
―
２
１
１
２

自
動
車
の
名
義
変
更
な
ど
は

お
済
み
で
す
か

　

自
動
車
の
所
有
に
関
し
、
住
所
が

変
わ
っ
た
場
合
は
、
変
更
登
録
の
手

続
き
を
、
自
動
車
の
所
有
者
の
名
義

が
変
わ
っ
た
場
合
は
移
転
登
録
の
手

続
き
を
、
15
日
以
内
に
行
う
よ
う
法

律（
道
路
運
送
車
両
法
）で
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
怠
る
と
罰

金
が
課
せ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

（
軽
自
動
車
は
「
自
動
車
車
検
証
の

記
載
事
項
の
変
更
手
続
き
」
と
な
り

ま
す
）

　

登
録
内
容
の
変
更
を
忘
れ
る
と
、

リ
コ
ー
ル
の
案
内
、
税
金
や
保
険
の

お
知
ら
せ
が
届
か
な
い
な
ど
の
ト
ラ

ブ
ル
の
原
因
に
な
り
ま
す
の
で
、
必

ず
手
続
き
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

【
お
問
合
せ
先
】　

自
動
車
登
録
等
適
正
化
推
進
協
議
会

☎
03
―
５
５
４
２
ｌ
５
１
０
８

高
齢
者
虐
待
の
防
止
の
た
め
に

　

２
０
０
５
年（
平
成
17
年
）11
月
１

日
に
「
高
齢
者
虐
待
の
防
止
、
高
齢

者
の
養
護
者
に
対
す
る
支
援
等
に
関

す
る
法
律
」（
高
齢
者
虐
待
防
止
法
）

が
成
立
し
、
翌
２
０
０
６
年（
平
成

18
年
）４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
ま
し

た
。

　

高
齢
者
虐
待
防
止
法
で
は
、「
高

齢
者
」
と
は
65
歳
以
上
の
者
と
定
義

さ
れ
、
高
齢
者
虐
待
を

①
養
護
者（
高
齢
者
の
世
話
を
し
て

い
る
家
族
、
親
族
等
）に
よ
る
虐
待

②
養
介
護
施
設
従
事
者
等（
高
齢
者

の
福
祉
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
従
事
者
）

に
よ
る
虐
待

の
２
つ
に
分
け
て
い
ま
す
。

　

次
の
よ
う
な
こ
と
が
、
高
齢
者
虐

待
に
あ
た
り
ま
す
。

⑴
身
体
的
虐
待

　

殴
る
、
つ
ね
る
、
蹴
る
、
ベ
ッ
ド

に
縛
り
付
け
る
な
ど

⑵
心
理
的
虐
待

　

怒
鳴
る
、
の
の
し
る
、
悪
口
を
言

う
、
話
し
か
け
て
い
る
の
に
意
図
的

に
無
視
す
る
な
ど

⑶
介
護
・
世
話
の
放
棄
・
放
任

　

入
浴
を
さ
せ
な
い
、
髪
が
伸
び
放

題
、
皮
膚
が
汚
れ
て
い
る
、
十
分
な

水
分
や
食
事
を
与
え
ず
、
脱
水
症
状

や
栄
養
失
調
状
態
に
す
る
、
劣
悪
な

環
境
で
過
ご
さ
せ
る
な
ど

⑷
経
済
的
虐
待

　

生
活
費
を
渡
さ
な
い
、
使
わ
せ
な

い
、
自
宅
等
を
本
人
に
無
断
で
売
る
、

年
金
や
貯
金
を
本
人
の
意
思
や
利
益

に
反
し
て
使
用
す
る
な
ど

⑸
性
的
虐
待

　

排
泄
の
失
敗
に
対
す
る
罰
と
し
て
、

下
半
身
を
裸
に
し
て
放
置
す
る
、
わ

い
せ
つ
な
行
為
を
し
た
り
、
強
要
す

る
な
ど

　

こ
れ
ら
の
高
齢
者
虐
待
は
周
囲
に

は
見
え
に
く
い
も
の
で
す
。
ま
た
、

他
者
が
口
を
出
し
に
く
い
と
い
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
高
齢
者
虐
待
を
止
め
る

こ
と
は
、
虐
待
を
受
け
て
い
る
高
齢

者
は
も
ち
ろ
ん
、
虐
待
を
行
っ
て
い

る
養
護
者
な
ど
に
と
っ
て
も
、
絶
対

に
必
要
な
こ
と
で
す
。

　

特
に
、
高
齢
者
本
人
の
生
命
や
身

体
に
重
大
な
危
険
が
あ
る
場
合
に
は
、

気
づ
い
た
人
に
は
通
報
す
る
義
務
が

あ
り
ま
す
。（
通
報
の
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
）

　

通
報
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
対
応

し
ま
す
。

⑴
家
庭
で
虐
待
が
あ
っ
た
場
合

　

村
ま
た
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
が
訪
問
調
査
な
ど
に
よ
り
、
高

齢
者
の
安
全
確
認
及
び
虐
待
の
事
実

確
認
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
立
入

調
査
を
し
た
り
、
虐
待
を
受
け
て
い

る
高
齢
者
を
保
護
し
ま
す
。

⑵
施
設
な
ど
で
虐
待
が
あ
っ
た
場
合

　

村
ま
た
は
道
が
老
人
福
祉
法
ま
た

は
介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
権
限

を
使
っ
て
、
養
介
護
施
設
の
業
務
や

養
介
護
事
業
の
適
正
な
運
営
を
確
保

し
、
虐
待
の
防
止
や
保
護
を
行
い
ま

す
。

【
ご
相
談
先
】

鶴
居
村
役
場
住
民
課
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー

☎
64
―
２
９
９
９

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
口
座

振
替
と
前
納
が
便
利
で
お
得
で
す

　

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
お
支
払

い
方
法
に
よ
っ
て
、
お
得
な
割
引
料

金
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
口
座
振
替
に
し
ま
す
と
、

⑴
安
心
〜
自
動
引
落
し
で
納
め
忘
れ

の
心
配
が
あ
り
ま
せ
ん

⑵
便
利
〜
金
融
機
関
な
ど
に
行
く
手

間
と
時
間
が
省
け
ま
す

⑶
簡
単
〜
一
度
の
手
続
き
で
完
了
。

手
数
料
も
か
か
り
ま
せ
ん

⑷
お
得
〜
早
割
・
前
納
を
利
用
し
て

最
大
３
，
８
０
０
円
の
割
引
、
と

い
う
利
点
が
あ
り
ま
す
。

　

口
座
振
替
と
前
納
の
お
申
込
み
方

法
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
口
座
振
替
申
出
書
に
必
要
な
事
項

を
記
入
・
押
印（
金
融
機
関
の
届
出
印
）

し
、
釧
路
年
金
事
務
所（
釧
路
市
栄

町
９
丁
目
９
番
地
２
）に
お
申
込
み

さ
れ
る
か
、
ご
郵
送
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
金
融
機
関
窓
口
に
ご
提
出
い
た

だ
い
て
も
結
構
で
す
。

◎
前
納
の
お
申
込
み
は
、
１
年
度
分

ま
た
は
上
期
６
ヶ
月
分（
４
月
か
ら

９
月
分
）は
２
月
末
ま
で
に
、
下
期

６
ヶ
月
分（
10
月
か
ら
翌
年
３
月
分
）

は
８
月
末
ま
で
に
、
釧
路
年
金
事
務

所
必
着
と
な
る
よ
う
お
手
続
き
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
す
で
に
口
座
振
替
で
前
納

さ
れ
て
い
る
方（
引
き
続
き
第
１
号

被
保
険
者
で
あ
る
方
）は
、
毎
年
お

申
込
み
し
て
い
た
だ
く
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

釧
路
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

　

☎
22
―
５
８
１
０

休
日
公
証
相
談
の
実
施
に
つ
い
て

　

釧
路
公
証
人
役
場
で
は
、
次
の
と

お
り
面
談
又
は
電
話
に
よ
る
「
休
日

公
証
相
談
」
を
実
施
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

⑴
日
時

　

３
月
28
日（
日
）９
時
〜
16
時

⑵
場
所

　

釧
路
公
証
人
役
場（
釧
路
市
末
広

町
７
丁
目
２
番
地
金
森
ビ
ル
１
階
）

⑶
ご
相
談
内
容

　

遺
言
・
相
続
・
任
意
後
見
・
離
婚

に
伴
う
養
育
費
等（
相
談
料
は
無
料

で
す
）

⑷
お
申
込
方
法

　

面
談
に
よ
る
相
談
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
相
談
日
の
前
々
日（
３
月
26

日（
金
））ま
で
に
電
話
予
約
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
（
☎
25
―
１
３
６
５
）

平
成
22
年
度
前
期
科
目
等
履
修

生
・
聴
講
生
の
募
集
に
つ
い
て

　

釧
路
短
期
大
学
で
は
、
授
業
科
目

を
社
会
人
の
方
に
開
放
し
て
い
ま
す
。

短
期
大
学
卒
業
以
上
で
条
件
が
揃
え

ば
、
図
書
館
司
書
・
幼
稚
園
教
諭
・

保
育
士
他
、
各
種
免
許
や
資
格
が
取

得
可
能
で
す
。

　

応
募
要
件
は
次
の
と
お
り
で
す
。

⑴
選
考
方
法　

書
類
選
考
に
よ
る

⑵
定　
　

員　

若
干
名

⑶
申
し
込
み
方
法

　

所
定
の
志
願
票
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
郵
送
ま
た
は
持
参
で
釧
路

短
期
大
学
教
務
・
学
生
課
に
４
月
９

日（
金
）ま
で
に
提
出
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

釧
路
短
期
大
学
教
務
・
学
生
課

　

☎
41
―
０
１
３
１

９　平成22年３月号



年に 1回、健診を必ず受診しましょう

平成22年３月号　10

　私たちの健康をおびやかす様々な生活習慣病は、自覚症状なしに進行することが多く、異常を確認
するためには毎年の健診が欠かせません。また、昨年の結果と今年の結果、さらに何年かの結果を比
べることで、異常が出る前の段階で変化に気づくことができます。
　生活習慣病予防の切り札となる健診を毎年必ず受けて健康づくりのスタートを一緒に切りましょう！

健診でメタボリックシンドロームを防ごう
ここが疑問！？　特定健診Q＆A
Ｑ：忙しくて健診に行く時間がないのですが・・・？
A：あなたの健康情報を入手するチャンスです。ぜひ受診を！
　メタボリックシンドロームをはじめ、がんや生活習慣病
のリスクは気づきにくく、自覚症状が出る頃には病気はか
なり進行しています。
　年１回の健診は、生活習慣を見直してリスクの芽をつみとるチャンスととらえ、普段は気にし
ない健康情報を入手して悪い生活習慣の改善のきっかけにしましょう。 

Ｑ：特定健診では、詳細な健診の項目となっている貧血検査や心電図検査等をうけられないのですか？
A：必要に応じて受けられます。
　いままでの基本健診などとは異なり、生活習慣病の予防・改善のための新しい制度であること
から、前年度の健診結果数値などの国が定める要件に該当する方のみが、貧血検査、心電図検査、
眼底検査を必要に応じて受けることができます。

Ｑ：40歳～74歳ですが、がん検診なども特定健診と同様に鶴居村国民健康保険に入っていないと受
けら  　　 れないのですか？
A：鶴居村に住民票があり、がん検診の対象年齢であれば、国保加入者でなくても受けられます。
　各種がん検診、肝炎ウイルス検診などは、今までどおり鶴居村で受けることができます。詳細
は回覧にて全戸配布しました健診チラシをご覧下さい。

■健診日程　　　　　　　　　　　　　　　＊申し込み方法など詳細につきましては、回覧等をご覧下さい。

月　　日 受付時間 健診会場 対　象　地　区

４月19日（月）

6：00～10：00 鶴居村総合センター

中雪裡、下久著呂

鶴居市街４月20日（火） 下幌呂、下雪裡

４月21日（水） 茂雪裡、支雪裡、中久著呂

４月22日（木） 6：00～10：15 幌呂農村環境改善センター 幌呂市街、中幌呂、上幌呂、支幌呂、茂幌呂
＊対象地区を決めていますが、都合の悪い方は他の地区の受診日に受けてください。
＊40歳から75歳未満の方は加入している医療保険者が行う健診を受けることになります。
村の特定健診は鶴居村国民健康保険加入者、生活保護を受けている方になります。
＊20歳から39歳の方は、職場健診のない方が対象になります。
＊胃がん・肺がん・大腸がん・前立腺がん検診は医療保険者に関わらず対象年齢であれば受けられます。
＊送迎車の利用を希望される方は、申込書に利用の有無をご記入ください。

健診で
メタボリック
シンドローム
を防ごう

私も今年は必ず
受診するわ

昨年の結果と
比べてどうかな？



みなくる図書室みなくる図書室
●開館時間●開館時間
　10：00～18：30　10：00～18：30
●休 館 日●休 館 日
　３月の休館日は３月30日（火）です。　３月の休館日は３月30日（火）です。
●貸し出し●貸し出し
　【本・雑誌・紙芝居】　【本・雑誌・紙芝居】
　２週間（１人５冊まで）　２週間（１人５冊まで）
　【ＣＤ・ＶＴＲ】　【ＣＤ・ＶＴＲ】
　１週間（ＣＤ３点、ＶＴＲ２点まで）　１週間（ＣＤ３点、ＶＴＲ２点まで）

11　平成22年３月号

鶴居村ふるさと情報館

みなくる図書館だより

新刊案内新刊案内
～お知らせ～

○3月の休館日は、3月30日（火曜日）です。

かあさんをまつふゆ
ジャクリーン・ウッドソン  文

  外は雨。大好きなかあさ
んが出稼ぎに行ってしまう。
外は雪。郵便屋さんは、今
日も通り過ぎてゆく。戦争
は、終わらない。かあさん
は、帰らない。でも、わた
しは、手紙を書きつづけた
…。母の帰りを待つ少女の
心を描いた、心にしみる絵
本。コルデコット賞銀賞受
賞作。

宇宙飛行士になった
子どもたち
どんな家庭でどう育てられたか？

杉山　由美子　著
　宇宙飛行士になるために
はどんな資質を備えていな
ければならないのか。そし
て、その資質はどんな環境
で培われるのか。成績は？
スポーツは？友だちは？向
井千秋、若田光一、山崎直
子、古川聡の４人の宇宙飛
行士がどんな子ども時代を
送ったのか？彼らの親にイ
ンタビューし、まとめた１
冊。

ライオンのクリスチャン
都会育ちのライオンと
アフリカで再会するまで

アンソニー・バーク　著
ジョン・レンダル　　著

　1970 年代初頭、２人の
若者はロンドンで共に暮ら
した雄ライオンをアフリカ
の野生に戻すことに。１年
後、アフリカの荒野で感動
の再会を果たす。そして当
時の映像が今ネット上で話
題を呼び、再び世界中を感
動させている…。時を経て
蘇る奇跡のノンフィクショ
ン。

生き残る判断
生き残れない行動
大災害・テロの生存者たちの証言で判明

　アマンダ・リプリ－　著
　人々の記憶に深く刻まれ
た大惨事やテロ。人は命の
危険にさらされると何を考
え、どう行動するのか。絶
体絶命の現場で、犠牲者た
ちの隣で、生還者たちが目
撃した事実を詳細にレポー
ト。9.11、ハリケーン「カ
トリーナ」、ポトマック川
旅客機墜落、スマトラ沖地
震…、初めて明かされる生
と死の分岐点。

めくらやなぎと眠る女
村上　春樹　著

　短篇作家・村上春樹の手
腕がフルに発揮された粒ぞ
ろいの24篇を、英語版と
同じ作品構成で贈る自選短
篇集。「野球場」の作中小
説を、実際の作品として書
き上げた衝撃的な短篇「蟹」
など、本邦初公開の話題が
満載。

ミムス　宮廷道化師
リリ・タール　作

　長年の宿敵であったふた
つの王国。フローリン王子
は、敵国ヴィンランドに欺
かれ捕虜となる。唯一、残
された生き延びる方法は、
敵国王の道化師となること
だけであった。誇りを捨て、
敵の王の笑いを得て生きる。
その屈辱に耐えてゆく王子
の数奇な運命を語る。



平成22年３月号　12

平
成
二
十
一
年
度
鶴
居
村
ふ
る
さ
と
創
生
基
金
人
材
育
成
事
業
の
報
告

平
成
二
十
一
年
度
鶴
居
村
ふ
る
さ
と
創
生
基
金
人
材
育
成
事
業
の
報
告

　

鶴
居
村
で
は
、「
鶴
居
村
ふ
る
さ
と
創
生

基
金
」
を
利
用
し
、
中
学
生
及
び
人
材
育
成

に
係
る
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
人
材
育
成
事
業
は
、
鶴
居
村
商

工
会
青
年
部
長
の
大
津
英
大
さ
ん
、
同
部
員

の
服
部
拓
生
さ
ん
、
釧
路
丹
頂
農
業
協
同
組

合
青
年
部
鶴
居
支
部
長
の
菱
沼
和
也
さ
ん
の

３
人
が
、
昨
年
10
月
５
日（
月
）か
ら
８
日

（
木
）ま
で
の
３
泊
４
日
の
日
程
で
、
次
の
内

容
に
よ
り
山
形
県
内
を
視
察
し
、
研
修
を
重

ね
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

１
．
研
修
テ
ー
マ

　

官
民
協
働
、
農
商
工
連
携
に
よ
る
地
域
資

源
を
生
か
し
た
地
域
活
性
化
の
方
策
に
つ
い

て２
．
研
修
視
察
先

　

山
形
県
新
庄
市
、
大
蔵
村
、
最
上
町

３
．
視
察
行
程
及
び
視
察
の
内
容

◎
１
日
目　

10
月
５
日（
月
）

　

山
形
県
新
庄
市

　
「
ゆ
め
り
あ
」
視
察

◎
２
日
目　

10
月
６
日（
火
）

　

山
形
県
大
蔵
村

　
「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」連
合
定
期
総
会
、

講
演
会
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
肘
折
温
泉
ま
ち
歩

き
「
ひ
じ
お
り
の
灯
」
視
察
、
連
合
加
盟
自

治
体
参
加
者
と
の
交
流

◎
３
日
目　

10
月
７
日（
水
）

　
（
午
前
）山
形
県
大
蔵
村

　

肘
折
温
泉
朝
市
見
学
、
大
蔵
村
内
視
察（
ト

マ
ト
選
果
場
、
ブ
ナ
林
、
棚
田
）

　
（
午
後
）山
形
県
最
上
町

　

建
設
業
を
営
む
民
間
企
業（
大
場
組
）が
地

元
最
上
町
の
美
し
い
自
然
と
農
林
水
産
品
の

振
興
の
た
め
の
共
同
事
業
を
地
元
産
直
団
体

や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
呼
び
か
け
て
実
施
し
て
い
る
「
川

の
駅
」・「
森
の
駅
」
事
業
を
視
察
。

　
「
川
の
駅
」・「
森
の
駅
」
は
大
場
組
が
建

設
し
、
地
元
産
直
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
農
林
水

産
物
を
活
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い

る
。（
農
業
体
験
、
産
直
販
売
、
食
事
、
ア

ニ
マ
ル
セ
ラ
ピ
ー
な
ど
を
展
開
）

◎
４
日
目　

10
月
８
日（
木
）

　

山
形
県
山
形
市
か
ら
帰
村

　

以
上
の
内
容
で
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た

が
、
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
写
真
を
交
え
な
が

ら
報
告
致
し
ま
す
。

▼
10
月
５
日（
月
）

　

地
域
の
物
産
を
集
め
た
販
売
店
や
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
創
出
の
た
め
建
設
さ
れ
た
「
ゆ

め
り
あ
」
を
視
察
。（
山
形
県
新
庄
市
）

　

新
庄
市
は
山
形
県
の
北
部
に
位
置
し
、
人

口
約
３
９
，
０
０
０
人
、
山
形
新
幹
線
の
終

着
地
で
す
。

　

現
在
、
新
庄
市
は
全
国
の
自
治
体
が
同
じ

よ
う
に
頭
を
悩
ま
せ
る
過
疎
化
や
人
口
減
少

に
対
し
、
市
街
中
心
部
の
活
性
化
を
図
り
な

が
ら
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

山
形
県
最
上
地
方
の
中
心
市
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
近
年
で
は
自
然
と
人
間
の
共
生
を
主

題
に
「
最
上
エ
コ
ポ
リ
ス
構
想
」
が
推
進
さ

れ
、
こ
の
エ
コ
ポ
リ
ス
構
想
の
一
翼
を
担
い
、

山
形
新
幹
線
の
終
着
駅
と
し
て
新
庄
市
の
活

性
化
を
図
る
た
め
、新
庄
駅
に
隣
接
す
る
「
ゆ

め
り
あ
」
を
建
設
し
、
広
く
市
民
に
開
放
し

て
い
ま
す
。

　

 

「
ゆ
め

り
あ
」
に

は
、
物
産

館
や
情
報

施
設
、
花

と
緑
の
交

流
施
設
が

あ
り
、
市

民
の
交
流

の
場
や
物

産
を
通
じ

た
地
域
間
交
流
の
場
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が

理
解
で
き
ま
し
た
。

▼
10
月
６
日（
火
）

　

官
民
が
協
働
で
構
成
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
日

本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合
が
主
催
す
る
事

業
へ
参
加
し
ま
し
た
。

　

一
昨
年
10
月
に
本
村
も
加
盟
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合
の
定

期
総
会
が
山
形
県
大
蔵
村
で
開
催
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
村
関
係
者
と
と
も
に
参
加
し
ま
し

た
。

　

今
年
度
は
、
新
た
に
15
の
自
治
体
が
加
盟

し
、
合
計
で
33
の
自
治
体（
地
域
）と
な
り
ま

し
た
が
、
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
当
連
合
の
理

念
が
改
め
て
確
認
さ
れ
、
ま
た
各
自
治
体
の

取
り
組
み
も
紹
介
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
今
後

の
地
域
づ
く
り
の
参
考
に
な
る
内
容
で
し
た
。

　

ま
た
夜
に
は
、
加
盟
自
治
体
や
会
員
企
業

等
の
関
係
者
、
大
蔵
村
の
住
民
が
集
い
、
交

流
会
が
行
な

わ
れ
ま
し
た

が
、
各
地
の

ま
ち
づ
く
り

の
取
り
組
み

も
具
体
的
に

聞
け
た
こ
と

か
ら
、
有
意

義
な
も
の
に

な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
交
流

会
に
は
、
各

研修に参加した（右から）菱沼和也さん、大津英大さん、服部拓生さん

地
域
活
性
化
の
起
爆
剤「
ゆ
め
り
あ
」

「日本で最も美しい村」連合の定期総会の様子

特
集
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地
の
物
産
も
多
く
提
供
さ
れ
、
村
か
ら
出
品

し
た
ナ
チ
ュ
ラ
ル
チ
ー
ズ
「
鶴
居
」
の
コ
ー

ナ
ー
も
設
け
ら
れ
ま
し
た
が
、用
意
し
た
チ
ー

ズ
は
す
べ
て
食
さ
れ
、
大
変
好
評
で
し
た
。

　

こ
の
交
流
会
で
は
、
役
場
な
ど
の
自
治
体

関
係
者
は
も
と
よ
り
、
企
業
や
団
体
関
係
者

も
多
く
参
加
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、「
異
業

種
交
流
」
に
も
な
り
、
地
域
づ
く
り
を
考
え

る
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

▼
10
月
７
日（
水
）

　

早
朝
、
宿
泊
先
と
な
っ
た
肘
折
温
泉
で
行

な
わ
れ
て
い
る
「
朝
市
」
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

地
域
の
高
齢
者
が
中
心
と
な
っ
て
、
路
地

で
直
接
地
場
産
の
野
菜
や
キ
ノ
コ
な
ど
を
販

売
し
、
長
く
温
泉
街
の
風
物
詩
と
な
っ
て
い

る
よ
う
で
す
。

　

肘
折
温
泉
郷
の
観
光
の
目
玉
と
し
て
、
地

域
の
高
齢
者
が
主
力
と
な
り
取
り
組
ん
で
い

る
も
の
で
す
が
、
高
齢
化
社
会
に
お
け
る
地

域
活
性
化
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら

れ
る
も
の
で
し
た
。

　

食
の
安
心
安
全
と
い
う
観
点
か
ら
、
地
場

産
の
野
菜
な
ど
を
生
産
者
と
消
費
者
が
対
面

販
売
を
行
う
点
で
素
晴
ら
し
い
取
り
組
み
で

あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

午
前
中

は
大
蔵
村

の
特
産
と

な
っ
て
い

る
「
ト
マ

ト
」
の
選

果
場
や
生

産
農
家
を

視
察
し
ま

し
た
。

　

大
蔵
村

で
の
ト
マ

ト
の
生
産
高
は
年
々
上
昇
し
、
地
域
経
済
を

支
え
る
主
力
商
品
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、

マ
ク
ド
ナ
ル
ド
の
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
に
使
用
さ

れ
て
い
る
ト
マ
ト
の
供
給
も
行
な
っ
て
い
る

と
の
こ
と
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
自
然
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
大

蔵
村
の
ブ
ナ
林
を
視
察
。
地
域
ぐ
る
み
で
環

境
保
全
の
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
る
と
の

理
解
が
で
き
ま
し
た
。

　

午
前
中
最
後
の
視
察
先
は
、
大
蔵
村
の
地

域
資
源（
景
観
）と
な
っ
て
い
る
棚
田
で
し
た
。

　

大
蔵
村
は
山
間
部
が
多
く
、
そ
の
中
で
稲

作
を
行
な
う
に
は
、
山
間
部
を
削
り
、
長
い

期
間
を
経
て
形
成
さ
れ
た
「
棚
田
」
に
よ
る

生
産
が
必
要
で
あ
り
、
現
在
で
も
村
内
に
は

多
く
の
棚
田
が
存
在
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ら
の
棚
田
の
中
に
は
、
日
本
の
棚
田

百
選
に
選
ば
れ
て
い
る
「
四
ヶ
村
の
棚
田
」

が
あ
り
、
そ
こ
が
最
後
の
視
察
先
と
な
り
ま

し
た
。

　

毎
年
８
月
に
は
、
約
20
　

ha
の
棚
田
に
１
，

２
０
０
本
の
ロ
ウ
ソ
ク
が
吊
り
下
げ
ら
れ
、

そ
の
美
し

さ
の
中
で

行
な
わ
れ

る
「
ほ
た

る
火
コ
ン

サ
ー
ト
」

に
は
、
全

国
か
ら
多

く
の
方
が

訪
れ
る
と

の
こ
と
で

あ
り
、
今
ま
で
存
在
す
る
地
域
資
源
に
プ
ラ

ス
α
を
行
な
う
と
、
地
域
の
活
性
化
に
よ
り

効
果
的
で
あ
る
と
の
理
解
が
で
き
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
経
済
産
業
省
「
農
商
工
連

携
88
選
」
に
選
ば
れ
た
「
川
の
駅
」・「
森
の

駅
」
に
お
け
る
地
域
振
興
事
業
を
視
察
し
ま

し
た
。

　

最
上
町
は
、
清
流
小
国
川
と
背
後
の
森
林

が
美
し
い
景
観
を
な
し
、
き
の
こ
や
天
然
鮎

の
宝
庫
と
し
て
有
名
で
す
。

　
「
川
の
駅
」
は
、
平
成
15
年
に
最
上
町
の

民
間
土
木
建
設
会
社
「
大
場
組
」
が
国
道
47

号
線
沿
い
に
私
設
で
建
設
し
た
も
の
で
す
。

　
「
明
日
の
郷
土
を
拓
く
」
を
社
是
と
し
て

い
る
大
場
組
が
、
地
域
の
資
源
を
活
用
し
、

雇
用
の
場
の
確
保
や
地
域
産
業
の
活
性
化
を

目
指
し
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
執
り
な
が
ら

地
元
産
直
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
に
活
動

を
呼
び
か
け
実
現
し
た
も
の
で
す
。

　

施
設
は
近
隣
市
町
村
の
特
産
品
を
販
売
す

る
物
産
館
、
最
上
町
の
資
料
を
展
示
し
て
い

る
資
料
館
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
特
に
名
産
の
鮎
や
そ
の
日
の
朝
に

収
穫
さ
れ
た
野
菜
が
多
く
並
ぶ
コ
ー
ナ
ー
に

は
、
山
形
県
内
の
み
な
ら
ず
宮
城
県
か
ら
の

来
客
も
多
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
17
年
に
は
、
小
国
川
を
挟
ん

で
吊
り
橋
で
結
ば
れ
た
「
森
の
駅
」
が
建
設

さ
れ
ま
し
た
。

　

経
済
効
果
で
は
、
平
成
15
年
度
の
売
り
上

げ
が
３
，
１
０
０
万
円
程
度
で
あ
り
、
平
成

20
年
度
に
は
３
億
円
を
超
え
る
売
り
上
げ
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
売
り
上
げ
が
５
年

で
10
倍
、
入
込
利
用
者
数
は
平
成
16
年
度
に

19
万
人
で
、
20
年
度
に
は
30
万
人
、
雇
用
者

は
開
設
当
初
は
１
０
７
名
で
し
た
が
、
平
成

20
年
度
に
は
１
７
０
名
と
な
り
、
人
口
約
１

万
人
の
最
上
町
に
と
っ
て
、
こ
の
施
設
は
地

域
経
済
へ
の
大
き
な
効
果
を
も
た
ら
し
て
い

ま
す
。

　

北
海
道
内
で
は
、
主
に
自
治
体
が
同
様
の

施
設
を
建
設
す
る
こ
と
が
殆
ど
で
す
が
、
最

上
町
の
事
例
は
民
間
企
業
が
主
導
す
る
農
商

工
連
携
の
成
功
例
と
い
え
る
も
の
で
し
た
。

　

４
日
間
、「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連

合
の
取
り
組
み
と
農
商
工
と
の
連
携
の
実
例

に
つ
い

て
見
聞

し
ま
し

た
が
、

今
後
の

取
り
組

み
に
役

立
つ
研

修
と
な

り
ま
し

た
。

高齢者の元気な声が響く
朝市の露店　　　　　　

　

ト
マ
ト
農
家
へ
の
視
察

農
家
の
皆
さ
ん
か
ら
の
お
も
て
な
し

眼下に広がる棚田の景観

民間企業が建設した「川の駅」

平成21年度鶴居村ふるさと創生基金人材育成事業の報告特
集



お
誕
生

　

御
誕
生
お

め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

一
月
中
に
届
出
の
あ
り
ま
し

た
出
生
に
つ
い
て
、
次
の
と
お

り
ご
紹
介
し
ま
す
。

 

鈴
木 

零れ

生い
く
ん 

男
・
鶴
居
市
街

剣道少年団の団員募集中！
　鶴居剣道少年団では、４月から一緒に活動する団員を募集して
います。対象は、小学１年生以上のお子さんで、性別は問いません。
　練習は、毎週火曜日と木曜日の２回、時間は午後６時 30 分か
ら午後８時30分までで、場所はファミリースポーツセンターです。
　防具も貸し出しできますので、最初から買い揃える必要はあり
ません。また、慣れるまでは練習も１時間程度です。すでに小学
生のお子さんだけではなく、春から新１年生になるお子さんも大
歓迎ですので、ぜひ、お気軽に見学に来てください。
【お問合せ先】 鶴居市街 早川さん（☎ 64-2133）
 鶴居市街 高橋さん（☎ 64-2551）
 下 幌 呂 櫻井さん（☎ 65-2860）

凍
原
社
二
月
句

平成22年３月号　14

冬
晴
れ
の
真
白
き
佳
景
阿
寒
富
士 

　

忠

雪
深
く
光
の
春
と
な
り
に
け
り 

春
夢
子

晩
年
の
子
規
彷
彿
と
雪
深
し 

孝　

子

冬
に
堪
う
鎧
の
如
き
木
々
の
膚 

水　

脈

冬
晴
れ
て
佇
み
を
れ
ば
風
笑
う 

貴　

子

冬
晴
れ
や
白
際
立
て
る
尾
白
鷲 

ち
え
こ

待
っ
て
い
る
冬
の
畜
舎
へ
靴
滑
る 

紀
代
子

冬
晴
れ
や
赤
い
車
の
郵
便
夫 

由
美
子

冬
晴
れ
や
撒
か
れ
る
ご
と
く
鶴
集
う 

ミ
ヤ
ノ

春
遅
遅
と
北
の
大
地
は
ま
だ
醒
め
ず 

和　

子

春
浅
し
児
等
残
雪
に
喊
声
を 

千　

恵

３月の

平成22年度国家公務員採用試験について
平成22年度の国家公務員採用試験を次のとおり行います。
大学卒業程度
◎国家公務員採用Ⅰ種試験
　１．受験資格　昭和52年４月２日から平成元年４月１日生まれの方
　　　　　　　　または平成元年４月２日以降生まれで大学卒の方及び
　　　　　　　　平成23年３月までに大学卒業見込みの方など
　２．受付期間
　　①インターネット　４月１日（木）～４月３日（土）22時
　　②郵送または持参　４月１日（木）～４月８日（木）

◎国家公務員採用Ⅱ種試験
　１．受験資格　昭和56年４月２日から平成元年４月１日生まれの方
　　　　　　　　または平成元年４月２日以降生まれで大学・短大、高
　　　　　　　　専卒の方及び平成23年３月までに大学・短大、高専
　　　　　　　　卒業見込みの方など
　２．受付期間
　　①インターネット　４月10日（土）～４月14日（水）17時
　　②郵送または持参　４月12日（月）～４月21日（水）

高等学校卒業程度
◎国家公務員採用Ⅲ種試験
　１．受験資格　平成元年４月２日から平成５年４月１日生まれの方
　２．受付期間　６月22日（火）～６月29日（火）

　お問合せ先　人事院北海道事務局第二課（☎ 011-241-1248）
　人事院ＨＰ（http://www.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.htm）

●「蝶の森歩いて温泉浴」
【日　時】 ３月６日(土)
      　　 午前10時から正午まで
【場　所】 シラルトロ湖・蝶の森
【参加料】 無料（別途入浴料）
【お申込先】 塘路湖エコミュージアムセンター
　　　　 （☎015-487-3003）

●「鳥の巣箱を作ろう」
【日　時】 ３月７日(日) 
　　　　 午後１時から午後３時まで
【場　所】 温根内ビジターセンター
【参加料】 500円
【お申込先】 温根内ビジターセンター
　　　　 （☎65-2323）

羽球同好会の会員募集中！
　鶴居羽球同好会では、新会員を募集して
います。冬場の運動不足やストレスを解消
し、春に向けて元気に過ごしませんか。
　毎週火曜日と木曜日の午後８時からファ
ミリースポーツセンターで活動していま
す。初心者の方も大歓迎で、ラケットを持っ
ていない方もお気軽にお越しください。
　詳しくは、代表の山崎さん
（☎090-8708-6668）
または菊地さん
（☎090-7650-4383）
まで。
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鶴居・伊藤タンチョウサンクチュアリ
チーフレンジャー 有 田 茂 生

☎ 64-2620 ／ FAX 64-2239
http://www.wbsj.org/sanctuary/tsurui/
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183タンチョウと人との関わり
　タンチョウは、いまでは北海道東部でふつうに見られるようになりましたが、
一時は絶滅したと考えられていました。しかし、絶滅をまぬがれ、わずかに生き残っ
たタンチョウが再発見されてから多くの地域の人々によって熱心な保護活動が行
われてきました。そして現在、北海道のタンチョウは危機的な状況を脱し、生息
数を安定的に増加させています。これから、こうした歴史的経緯をタンチョウと
人との関わりを通して紹介して行きます。

■アイヌの人々とタンチョウ
　北海道には、古くから住んでいたア
イヌの人々は、タンチョウのことを「サ
ルルンカムイ（湿原の神）」と呼んでい
ました。アイヌの人々は他にも「キム
ンカムイ（山の神＝ヒグマ）」「コタン
クルカムイ（村を支配する神＝シマフ
クロウ）」などを「神」と呼んでいます。
これらの生き物たちは、神が姿を変え
て地上に降りたち、人々にさまざまな
恩恵をもたらすものと考えられていま
した。それらの神が再び人々のもとに
やってきてくれることを願い、姿を変えた神を天上界に送り返すために神送りと
いう儀式が行われていました。
　しかし、タンチョウには神送りという儀式がなかったようです。神送りをしな
かった理由は、他の動物と違い、タンチョウは人と同じように、死んでしまうと
生き返らないと考えられていたからだという説があります。
　タンチョウには、「人が危険な局面におかれたときに救ってくれた」「タンチョ
ウが誤って猟師にケガを負わせたとき、傷によく効く薬を授けてくれた」などの
言い伝えがあります。また、タンチョウはヒグマとは非常に仲が悪いといわれ、「タ
ンチョウは羽を広げてヒグマに立ち向かっていく」「人がクマに襲われそうになっ
たときには、このタンチョウの名前を呼びながら着物の裾をつかんで羽のように
広げるとクマが逃げていく」などという言い伝えもあります。
　各地には「ツルの舞い」という踊りが伝承されていますが、釧路地方のツルの
舞いは、向かい合った女性二人が着物の裾をつかんで広げ、羽のようにゆらすよ
うに踊ります。この踊りは、「タンチョウの恋の乱舞」「腹一杯に食べられたとき
の喜びの舞い」などと言われています。

■江戸時代から明治時代
　江戸時代には、タンチョウは北海道全域に生息し、冬になると本州まで渡って
いたといわれています。この時期は松前藩がタンチョウの肉の塩漬けを徳川家へ
の献上品としたり、一部の限られた人たちが食べたりしていましたが、一般には
タンチョウを捕まえることは禁じられていました。
　ところが明治時代になるとタンチョウの乱獲がはじまりました。江戸時代のよ
うな規制がなくなり、鉄砲の普及もありました。また、北海道では急速に開発が
進み、繁殖地である湿原が次々と失われて行きました。この結果、明治時代中頃
にはタンチョウは絶滅したと考えられるようになりました。

■大正時代
　大正13年（1924年）、釧路湿原の北側にあたるチルワツナイ川流域で十数羽の
タンチョウが再発見されました。人間が近づけない湿原の奥深くで暮らしていた
のです。ここから地域の人々を中心としたタンチョウの保護活動がはじまりました。

湿原の神「タンチョウ」



■人口 
総数 2,572 人
（前月比 － 2人）
昨年同期は 2,587 人で、対前年
比較は－ 15 人です。

男 1,281 人（前月比± 0人）
女 1,291 人（前月比－ 2人）

■世帯数
 1,030 戸（前月比＋ 1戸）

１月末
住民登録人口

❶ 北海道　美瑛町［事務局］
❷ 北海道　赤井川村
❸ 山形県　大蔵村
❹ 岐阜県　白川村
❺ 長野県　大鹿村
❻ 徳島県　上勝町
❼ 熊本県　南小国町
❽ 宮崎県　高原町
❾ 長野県　木曽町開田高原
10 北海道　標津町
11 岐阜県下呂市　馬瀬
12 北海道　鶴居村
13 北海道　京極町
14 山形県　飯豊町
15 長野県　中川村
16 長野県　南木曽町
17 京都府　伊根町
18 高知県　馬路村

19 秋田県　小坂町
20 秋田県　東成瀬村
21 群馬県　昭和村
22 群馬県中之条町　伊参
23 山梨県　早川町
24 長野県　小川村
25 長野県　池田町
26 奈良県　曽爾村
27 島根県　海士町
28 岡山県　新庄村
29 愛媛県　上島町
30 福岡県　星野村
31 長崎県　小値賀町
32 宮崎県　綾町
33 鹿児島県　喜界町

「日本で最も美しい村」
連合加盟町村を
ご紹介します！

　２月も下旬となり、日中の陽差しから春が
近いと感じられるようになりました。
　３月は各学校で卒業式が行われますが、卒
業生は思い出深い学舎を後にし、在校生は１
学年進んで、４月からはまた新たな学校生活
がスタートします。
　その前に、中学３年生は大切な高校受験を
控えています。これまでの広報誌にも紹介し
ましたが、後輩の小学生や地元企業からの激
励など、みんなが応援していますので、志望
校合格を目指して頑張ってください。（Ｋ）

※「赤丸」は、平成21年10月6日に新たに加盟した町村です。

⑱高知県 馬路村（うまじむら）
　馬路村は、高知県の東部に位置し、北部は徳島
県に接した人口約1, 000人の村です。
　村は周辺の町村と1, 000ｍ級の山々で隔てられ、
村の面積の96％が山林であり、銘木・魚梁瀬（や
なせ）杉や各種木工品で有名な「木の里」です。
　また、柚子栽培も盛んで、馬路村柚子の産地と
しても知られ、柚子を使った清涼飲料水やポン酢
などの各種商品も人気です。
お問合せ先　馬路村役場 (TEL 0887-44-2111)
〒781-6201　高知県安芸郡馬路村大字馬路443番地 

http://www.vill.umaji.kochi.jp/
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